
医学部予備校ACE Academy 確認テスト 
数1A 標準問題精講（演習）① 

158 第 5章順列と組合せ

く 解答 >
(1) 正八角形の 8頂点から， 三角形の 3頂点を選ぶ
選び方を考えて，
sC 3=56 (個)

(2)  正八角形と 2 辺を共有する三角形は正八角形の
頂点の数と同じだけあり， 8  ( 例) ある.
正八角形と特定の l辺のみを共有する三角形は
8-4=4(個) ある.
したがって，正八角形と 1辺のみを共有する三

角形は 4x8=32 ( 個) ある.
よって，正八角形と 1辺あるいは 2辺を共有す

る三角形の個数は
8+32=40  (個)

(3)  正η角形のη個の頂点から 3頂点を選んででき
る三角形の数は

(η-1)(n-2) nC 3= 6 (個)
ある.
このうち，正 η角形と 2辺を共有する三角形は

正 η角形の頂点の数と同じだけあり ，n  ( 個) ある.
また，正 n 角形と l辺のみを共有する三角形は
n(n -4) ( 個) ある.
したがって，正 n 角形と辺を共有しない三角形

の個数は
(η1)(η-2)  6 - n - n ( η4 )  

=す{(n一仰 -2)-6一仰 -4)}
=す(n -4)(n - 5)  (個) (n 討 )

ただし，n = 3 のとき，辺を共有しない三角形
の個数は O である.
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4・特定の辺の両端点と，その隣
りのlr.， あわせて 4点を除く

ー二等辺三角形の頂角の頂点に
清十1

4・共有する l辺 (n 通り) と残
りの頂点 (η 4通り) を決め
る

4・( n - l)(η 2) - 6- 6(n - 4)
= n ' - 9 n + 20  
= (n - 4)(n-5) 

ーヨ当面阿i・
ζ亙 〉 正十二角形の頂点を結んで得られる三角形の総数は仁コ 個である. そ
の中で，直角三角形は仁ゴ個，正三角形は仁コ個である ( 日本大 )

134 第4章図形と計量

豆町
1
一肩

ーF C =マヤルJτ を代入

⑩ (1)では，A C =/"3x， E C司 B C寸叫いたあと，x の方程式
を作る際に次のように考えることもできる.
4こAEC=β とおくと， ζC E B =180。一β

三角形 C A E に余弦定理を用いて，
COSβ_12+が一(/"3X)2  ① ・・・・・・(3)

ド 2.1. x 百

三角形 C E B に余弦定理を用いて，
22+ X2_[→r_ i2  

S  (180。一β)= ゴ" ， 2・2・2
cos(1800一β)=一COSβ であるから， ③+ ④ より

22+ X2_{ i2  。12+ x2ー (/"3x)2 ， lJ ' ' ' '  ¥/"3 )  
2.1. x  2・2.x

あとはこの方程式を解いて，x の値を求めればよい.

'E脳出tffi.
L B O C =α， 

ζC O A =β，ζA O B = y， O A = l とする. ただし， α，β，yはすべて鋭角で，
よ β - L  = - L である. 三角形 A B C の外接円の中心をα= 4 '  cost= /"3' cosy= /"3 

P とする.
(1) 辺B C の長さを求めよ.
(2)  8 = L B A C とするとき， cos8の値を求めよ.
(3)  線分 O Pの 長さを求めよ ( 岐阜大 )
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く 解答 〉
(1)  x の 2次方程式 2x2-ax+3+α= 0 の判別式
をD とすると
D =(一α)2-4・2.(3+α)=α2-8α-24
実数解の個数が 1 となるとき，D = O より

α=4::!:2訂百
実数解の個数が 2 となるとき，D > O より

α< 4- 2JlO， 4 + 2バ百<α
実数解の個数が O となるとき，D < O より

4 - 2JlO < α< 4 + 2訂百
以上より，x の 2次方程式 2x2-ax+3+a=0 の
異なる実数解の個数は，|ω一両川一き 2個
α=4::!:2ji面 のとき， 1個
4 - 2 m <α<4+2ji百 のとき， 0個

(2)  x2+4ax+5一α= 0 が実数解をもたない条件は，
( 判別式)<0 より， (4α)2-4(5一α)<0
両辺を 4 で割って整理して
4a2+α- 5 < 0  

左辺を因数分解して， (4α+5)(α-1)<0 

よって， - 7 < α< 1  ① 
また，x2+3x+3a2= 0 が実数解をもたない条件は，

32 - 4・3a2< 0
両辺を 3 で割って整理して，4a2 -3>0 

! 3 ! 3  よって， α<一一一一 一一一<α2 '  2  
①，②をともに満たすαの値の範囲は，

! 3 ! 3  --7-< α< 一一一 一一一< α< 12 '  2  

「置淵出陣ト

-・・②
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事 実数解の例数を判別式D の符
号によって調べる

事 α2-8α- 2 4 =0 の解は
α= 4:t2 m なので。2-8aー 24>0 の解は
G く4-2m ，4 +2刀百くa

ー(!f.Ij}JIJ式)くO

-・ 数直線を利用して考える

G D  次の 2つの 2 次方程式①，②がともに実数解をもたないαの値の範囲を
求めよ .

x2+(α-l)x+α- 1 = 0 ……① 
x2+2(a一1)x-a+7=0 ……②

く 解答 〉
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92 第3章整数の性質

であり，自然数Z とuの組 (x，y) は全部で 17個
ある.

(2)  (1)より， ①を満たす自然数 z とu の組 (x，y) 
は，
(5， 33)， (10， 31)， (15， 29)， (20， 27)， .  
， (80， 3)， (85， 1)  

であり，x の値が小さい方から 7番目のものは，
(5 '7， 35-2・7)つまり， (35， 21)である.

(3)  ①を満たす自然数z とu の積 xy は
x y = 5n(35-2n) 
=  - 10n2 +  175n 

I  35 ¥2  ， ，n/35 ¥2 

n = l， 2， 3， . •• 17 であるから
xyの最大値は η= 9 のときの 765，
xyの最小値は n = 17 のときの 85

である.

一佐官i宙開週
(三D 整数 l，m ，ηについての連立方程式

ー①を満たす自然数z とu の組
は，(5n， 35-2η) 
( n = 1， 2， 3， ...， 17)  
つまり，
(5・1，35-2・1)
(5・2，35-2・2)
(5・3，35-2・3)

(5・17，35-2・17)
の 17個ある

いバ?o(芋n
ハ 出 262t
!(t)=一lO(t一手r+叫寺r

7l= 4m + 3  ..…①， lm=139-28n2 + l + m  …・・・②
を考える. まず， ①を満たす整数人 m は必ずある整数k を用いて

l =仁ゴた + 1，m =仁ゴk +Cコ
と表される. 逆に，この形で表される l，m は①を満たしている. これらを②
に代入することにより， ①，②を満たす整数の組( l， m ， n ) は全部で仁コ
通りあることがわかる ( 東京理大 )
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220 第8章図形の性質

く 解答 〉
(  1)  ムA B D とムBCE とムCAF について，

A B = B C = C A  
B D = C E = A F  

ζA B D =ζB C E =ζC A F  (=60つ
であるから，

ムA B D三ムBCE三ムCAF ...一①
したカfって，

ζDAB =ζEB C =ζFCA ...…② 
ζAD B =ζBE C =ζCF A  .一…③

②，③および B D = C E = A F より
ムPBD三ムQ C E =ムR A F

よって， B P = C Q = A R  ( = x とおく)，
P D = Q E = R F  

また， ①より， A D = B E = C F  
であるから， P Q = Q R = R P  ( = y とおく)
したがって， 三角形 PQR は正三角形である.

(2)  メネラウスの定理より，
A F  B Q  PR 一司

FB QP R A  
であるから，

m 王土立.JL=ln  y  x  
よって，竺2 = X  n  X + y  
したカfって，
A R  :  A P = x :  ( x + y ) = m  :η 

恒 三角形 P Q R の 3辺が等しい
ことを示すために，合同な三
角形を見つける

事 2 辺とそのf / ilの角がそれぞれ
等しい

ーl辺とその両端の角がそれぞ
れ等しい
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ζ豆互〉 図のように， 三角形 ABC の辺 BC の延長上の点D
を通る直線と辺 A B，A C との交点をそれぞれ F，E とす
る. AB=6， BC=3， CD=4， AC=5 とする.
AE=α， A F = b とおくとき，次の各問いに答えよ. た

だし， 0<α< 5， 0 < b < 6 とする.
(1)  a とb の関係式を求めよ.
(2)  4点 B，C， E， F が同一円周上にあるとき， αの値を求めよ (宮崎大)

A  パ¥B  C  D  

196 第 6 章 確 率

次に， A から 2個の白玉を取り出したとき，s
から白玉 2個を取り出す確率について考えます.
B の袋から 2個の玉を取り出すときには袋の中に
赤玉が 2個，白玉が 5個

入っていることに注意しましょう.
この中から 2個の玉を取り出すとき，白玉 2個

を取り出す確率は757です
，C ?  _  _  <C ?  ですから，ρは ρニ ムー己 X5C 2  .  -7C 2  

く 解答 〉
(1)  (ア) A から赤玉を1個， B から赤玉を2 個取り出す

確率であり，
C 1  "  2C2  1  一一×一一= 一一 ーτ・10= 25"5C  "' 5C2  25 

(イ) A から赤玉 l個， B から白玉 2個取り出す確率と，
A から白玉 1個， B から赤玉，白玉 1個ずつ取り出す確率を加えて
2C 1  ，， 3C2  ， 3C 1  "  2C 1・3C 1 _  12 一一一一一-5C 1  •• 5C2  '  5C 1  • • 5C2  25 

(2)  (ウ) A から 2 個の赤玉を取り出した場合，赤玉，白玉 l個ずつ取り出した場
合，2個の白玉を取り出した場合に分けて求めると，

のC ? 内C ? ， ?C‘.，C  .. .C2  ， 3C 2 "  5(三 23ムー土×土ー土+ ':ー土十ムニx ":ー土=5C 2  ，. 7C2 '  5C 2  .. 7C 2  '  5C 2 "  7C 2  70 
IHこは品、 1，'. 1  fl!ll'l li 3例 B にはみ 1'.3 fl!l i'1  1、4 fl司七一IH こは亦 l、2例 (11、5 例

(エ.) (ウ)と同じようにして
2C 2  .， .C1・3C1 ・2C 1・3C 1 "  3C 1・.C 1 ， 3C2 "  2C 1・5C 1 19 一一×一一一一一一+ 一一一一一一×一一一一一一+ 一一一×一一一一一一= - -5C 2  ，. 7C 2  5C 2  7C 2 '  5C 2 "  7C 2  35 

件) (ウ)の余事象の確率であるから，
えるとラクなことが多い円

4
一白り

4は
三
月
4
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a む A の袋には白球 4個， 黒球 3個， B の袋には白球 3個，黒球 4個が入っ
ている，A の袋から無作為に 3個の球を取り出して B の袋に入れよくかき混ぜ
てから，B の袋から 2個の球を取り出すとき，それらが白と黒である確率を求
めよ (日本女大)

178 第 6章確率

方は 6・5.5通りある.
したがって，事象 A n B の確率 P ( A n B ) は

6.5・5 25 P ( A  n B ) =一一= 一63  36 
(2)  X lキぬとなる目の出方は

1回目に出る目の出方は 6通り
2 回目に出る目の出方は l回目に出た目の数
以外の 5通り
3 回目に出る日の出方は 6通り

より
6.5・6通り
したがって， X lキおとなる確率 P(A) は

6.5・6 5  P ( A ) =一τ一= 一6"  6  
である.
まったく同様に，X 2キおとなる確率 P(B) は
P ( B ) = t  

である.
したがって，P ( A  U B ) は
P ( A  U B ) = P ( A ) +  P ( B ) - P ( A  n B )  

5  ， 5  25 35 一一十一 一一 一一6  ' 6  36 36 
⑤堕む (2) 互n B つまりぬ= ぬかつ X 2 = X 3

となる確率 P ( A n B ) は
一一 6 1  P ( A  n B ) =寸 = 一。" 36 

よって，
-;:;"， 35 P ( A  U B ) = l - P ( A  n B ) =一36 

"x，は制限がないので 6通り

』事

-・ 余事象の確率を求める

.. x，= x，= x，となるのは 6 通
りある

c z [ )  n個のさいころを投げて得られる 2つの事象 A ，B を次のように定める.
(A)  奇数の目ばかり 出ている事象をA とする.
(B)  1の目が少なくとも lつは出ている事象を B とする.
これに関して，次の間いに答えよ.
(1)  r  A かつB J という事象の起こる確率を求めよ.
(2)  r  A またはB J という事象の起こる確率を求めよ. ( 和歌山県医大)

174 第6章確率

く 解答 >
さいころを 3 回投げるとき，目の出方は 63通りある.

(1)  3回の目の数が異なる場合について，
1回 1= 1 の日の出方は 6通り
2 回日の目の出方は l回目に出た数以外の 5通り
31nl目の目の出方は 1，2回目に出た数以外の 4通り

ある. したがって，出る目がすべて異なる確率は
6'5・4 5  
63  9  

(2)  出る目の数の積が奇数になるような日の出方は 但余事象の場合の数を求める
33通りある. 伊奈数は 1，3， 5の3通り

したがって，出る目の数の積が偶数になるよう 争令体はが通り
な日の出方は 63- 33通りある.
よって，出る目の数の積が偶数になる確率は
63- 33  .  33  7  ー = 一一63 ム 63 8  ーP(E) =  1- P(E) を利用して求めてもよい

(3)  3の倍数( つまり 3か6) が 2回出る場合について 相場合分け
3 の倍数が I 回目と 2 回目に出るような日の出方は ー 何1"1目にLUるかに注目

2'2・4通り
あり， 3の倍数が 1 回目と 3回目， 2回目と 3 回目
に出るような目の出方も同じだけある.
3 の倍数が 3 回出るような日の出方は 23 通り

4・1，21"1  nは3か6の2通り，
3 回M は1，2， 4， 5の4通り

ある. よって，出る目の数の積が 9 の倍数になる確率は
2・2・4X3+23 7  

63  一五千
(4)  百の位が 5，6の整数はそれぞれ 62個ある. 和十の位， ーの位は 1- 6の

百の位が 4 で十の位が 5 か 6 の整数はそれぞれ 6 個ある. いずれでもよい
百の位が 4，十の位が 4で， 444 以上の整数は 444，445， 446 

の 3個ある. したがって， 444 以上の整数になる確率は
6 2 X 2 + 6 X 2 + 3  29 

63  -7"2 

E 3 主i出l司書
σむ 3つのさいころを同時に投げたとき，出る目の数の積を考える.
(1)  3つの目の数がどれも 4以下で，これらの積が 40以下となる確率を求めよ.
(2)  3つの目の数の積が 40以下となる確率を求めよ ( 信州大 )
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